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トマトすすかび病について 

わかっていること 



トマトすすかび病の初報告 

1948年岐阜県において初確

認され、同じ頃、愛知県、静岡

県、福岡県ても確認。 

この時点で全国的に広まって

いたものと考えられている。 

        （山田，1951） 

1996年に宮崎県で再確認。 

その後、全国的に発生拡大。 



ベンズイミダゾール系殺菌剤に対する感受性 

• チオファネートメチル耐性トマトすすかび病菌の存在が確認されている（中野，2005）。 

• 1970-1980年代に使用されていた殺菌剤の耐性を2005年の時点で獲得していることから、

その間もすすかび病菌が存在して、この殺菌剤の防除対象でないにもかかわらず耐性
化したことが推察される。 
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近年、全国的に拡大（31府県） 

• 葉かび病抵抗性品種であるにもかかわらず、葉かび病
に似た病徴を示す病害が発生し、公設試験場や病害
虫防除所に情報が寄せられ、病害診断されたこと。 

赤・・1948年に確認 
青・・2004年までに確認 
緑・・2005年以降に確認 

再確認の要因 

• 葉かび病抵抗性品種の普及が進み、葉かび病
を対象とした殺菌剤の散布が省略されたこと。 

                （黒田，2008）  



トマトすすかび病の病徴 

 トマトすすかび病は、糸状菌のPseudocercospora fuligena 

(Roldan) Deightonが、葉に感染して発病する斑点性病害で

ある。その病徴は、始め葉の裏側に不明瞭な淡黄緑色の

病斑が現れ、やがて灰褐色粉状のかびを生じる。 

すすかび病葉表 初期 すすかび病葉裏 初期 すすかび病葉裏 
色づきはじめ 



• 病斑はしだいに拡大して、葉脈に囲まれた不整形病斑となり、黒
褐色に変わる。 

• 葉の表面には裏面よりやや遅れて、不明瞭な脱緑斑を生じ、胞子
を形成するが、裏面に比べて少ない。 

• 病徴は葉かび病に類似しており、肉眼での判別は困難である（岸
ら，1998）。 

すすかび病葉表 葉かび病葉裏 すすかび病葉裏 



すすかび病葉表 初期 すすかび病葉表 中期 

すすかび病葉表 後期 すすかび病による枯れ上がり 



すすかび病葉裏 初期 すすかび病葉裏 中期 

すすかび病葉裏 後期 すすかび病菌 胞子 400倍 



葉かび病葉表 初期 葉かび病葉表 中期 

葉かび病葉表 後期 



葉かび病葉裏 初期 葉かび病葉裏 中期 

葉かび病葉裏 後期 葉かび病菌 胞子 400倍 



すすかび病と葉かび病の違い 

• すすかび病の発病の特徴として、比較的高温期に発生
が多い。 

• 葉かび病が、晩秋～春に発病しやすく、肥料切れや着果
負担による草勢の衰えが発病を助長する。 

• すすかび病は、草勢が旺盛な場合でも発生する。 

            （黒田，2008）  

 すすかび病と葉かび病では、温度特性が異なること、早勢の影響
の受けやすさ、また、殺菌剤の感受性程度の差などから、混発事
例は稀だと考えている。 

 今後、小型顕微鏡を活用した全国的な調査活動のなかで、明ら
かになるかもしれない。 



トマト葉かび病抵抗性 
• トマト葉かび病菌のレースと、トマトの葉かび病抵抗
性遺伝子の関係 

– トマトの抵抗性遺伝子：Cf−4、Cf−9 

– 葉かび病菌：レース0、レース4、レース9 

トマトの 
葉かび病 

抵抗性遺
伝子 

葉かび病菌のレース 
（トマトの抵抗性遺伝子を病気にできる番号） 

レース0 レース4 レース9 レース4、9 

なし 発病 発病 発病 発病 

Cf−4 抵抗性 発病 抵抗性 発病 

Cf−9 抵抗性 抵抗性 発病 発病 

• 2007年レース4、9の発生 

   群馬県、千葉県、福島県、熊本県 



すすかび病におけるトマトの品種間差は、 
葉かび病抵抗性の有無に関係ない 

品種 果実 
トマトの 
抵抗性 
遺伝子 

トマトの 
葉かび病 
抵抗性 

すすかび病
の発病 

感激73 大玉 Cf-9 有 有 

桃太郎コルト 大玉 Cf-9 有 有 

桃太郎ファイト 大玉 Cf-4 有 有 

桃太郎ヨーク 大玉 Cf-4 有 有 

ごほうび 大玉 表示なし 有 有 

麗容 大玉 表示なし 有 有 

ハウス桃太郎 大玉 無 無 有 

桃太郎8 大玉 無 無 有 

桃太郎J 大玉 無 無 有 

千果 中玉 無 無 有 

ココ ミニ 無 無 有 

（黒田ら、2006） 



トマトすすかび病の防除対策 

• 多湿条件で発病しやすいので、密植、過繁
茂を避け、換気を十分行う 基本防除 

• 発生初期にTPN水和剤やマンゼブ水和剤を2
週間間隔で2回散布 殺菌剤防除 

• 防除が遅れて多発すると発病が上位葉まで
進み株が枯死するため、葉かび病より被害
は大きい（初期防除が大事） 

タイミング 

（中野，2005） 



発生予察調査実施基準の新規手法策
定事業で取り組んでいること 

トマトすすかび病の予察基準作成への挑戦 



トマト疫病の発生予察基準 
＜巡回による調査＞ 発病状況調査 

• 調査方法及び調査項目 
– 圃場選定基準 

• 地域における標準的な作型で栽培している圃場 

– 調査株数 
• 初発生までは50株/1圃場 

• 初発後は20株/1圃場 

– 調査項目：発病状況を下記指数で調査 
A:ほとんどの葉が枯死し、ときには茎部も枯死する。 

B:ほとんどの葉に発病し、ときには一部の葉が枯死する。 

C:4分の1程度の葉に発病し、かなりの大型病斑が見られる。  

D:ごく一部の葉に微発病斑が見られる。 

E:発病が認められない。 

– 発病程度別基準 
 

 

 

  

– 調査時期および調査間隔 
• 定植後初発までは随時 

• 初発日以後は15日ごと 

程 度 無 少 中 多 甚 

発病度 0 1−25 26−50 51−75 76以上 

発生予察事業の 
予察調査実施基準より 



トマト灰色かび病の発生予察基準 
＜巡回による調査＞ 発病状況調査 

• 調査方法及び調査項目 

– 調査株数 

• 50株/1圃場 

– 調査項目：発病果率から発病度を算出 

果実ごとに発病の有無を調査して株ごとの発病果率を求める 

A:発病果率が21%以上である。  

B:   〃   11~20%である。  

C:   〃   6~10%である。  

D:   〃   5%以下である。  

E:発病が認められない。   

– 発病程度別基準 
 

 

 

– 調査時期および調査間隔 

• 着果後15日ごと 

程 度 無 少 中 多 甚 

発病度 0 1−20 21-40 41−70 71以上 

発生予察事業の 
予察調査実施基準より 



トマトモザイク病の発生予察基準 
＜巡回による調査＞ 発病状況調査 

• 調査方法及び調査項目 

– 調査株数 
• 50株/1圃場 

– 調査項目： 
• 株ごとに発病の有無を調査し、発病株率を算出する。 

• 次の基準によって程度別面積を算出する。   

– 発病程度別基準 
 

 

 

– 調査時期および調査間隔 
• 育苗期に1回 

• 定植後は15日ごと 

程 度 無 少 中 多 甚 

発病株率
（％） 

0 1−20 21-40 41−70 71以上 

発生予察事業の 
予察調査実施基準より 



＜独自予察基準＞ トマト葉かび病 

• 調査方法及び調査項目  28都府県 

1. 発病株率  7県 

• 25株（1県）、50株（6県）/1圃場 

2. 発病葉率  11県 

• 100株×1葉（2県）、50株×2葉（2県）、25株×10葉、25株×4

葉、 25株×2葉、20株×5葉、20株×3葉、20株×1葉、10株

×2葉/1圃場 

3. 発病度  10県 

• 50株/1圃場（3県） 

• 20株/1圃場（7県） 
農林水産省植物防疫課取りまとめ 

平成24年8月27日現在 

巡回調査による発病状況調査 



＜独自予察基準＞トマト葉かび病 
各県の発病度の調査指数 

A：ほとんどの葉が枯死し、ときには茎
部も枯死する。 

B：ほとんどの葉に発病し、ときには一部
の葉が枯死する。 

C：4分の1程度の葉に発病し、かなりの
大型病斑が見られる。  

D：ごく一部の葉に微発病斑が見られる。 

E：発病が認められない。  

A:全小葉の2/3以上に病斑が認め
られる｡ 

B:調査小葉の1/3〜2/3未満に病斑
が認められる｡ 

C:調査小葉の1/3未満に病斑が認
められる｡ 

D:発病なし 

A：全小葉に病斑が認められる 

B：調査小葉の2/3以上に病斑が認め
られる｡ 

C：調査小葉の1/3〜2/3未満に病斑が
認められる｡ 

D：調査小葉の1/3未満に病斑が認め
られる｡ 

E：いずれの小葉にも病斑を認めない｡ 

A:株全体に発病し､枯死葉が認め
られ始める｡ 

B:株の2分の1程度の葉で発病し､
新葉での発病も散見され始める｡ 

C:株の4分の1程度の葉に発病が認
められ始める｡ 

D:下葉のごく一部の葉に発病が認
められる｡ 

農林水産省植物防疫課取りまとめ 
平成24年8月27日現在 



＜独自予察基準＞トマト葉かび病 

程 度 無 少 中 多 甚 

発病株率
（％） 

0 1-10 11-25 26-50 51以上 

0 1-20 21-40 41-70 71以上 

0 1-25 26-50 51-75 76以上 

発病葉率 
（％） 

0 1-5 6-20 21-60 61以上 

0 1-10 11-20 21-40 41以上 

0 1-25 26-50 51-75 76以上 

発病度 

0 1-20 21-40 41-60 61以上 

0 1−20 21-40 41-70 71以上 

0 1-25 26-50 51-75 76以上 

農林水産省植物防疫課取りまとめ 
平成24年8月27日現在 

• 各県の発病程度別基準 



＜独自予察基準＞トマトすすかび病 

• 調査方法及び調査項目  9県 

1. 発病株率  3県 

• 50株/1圃場 

2. 発病葉率  4県 

• 100株×1葉、50株×2葉（2県）、25株×10葉/1圃場 

3. 発病度  2県 

• 50株/1圃場 

農林水産省植物防疫課取りまとめ 
平成24年8月27日現在 

巡回調査による発病状況調査 



＜独自予察基準＞トマトすすかび病 

A:株全体に発病し､枯死葉が認められ始める｡ 

B:株の2分の1程度の葉で発病し､新葉での発病も散見され

始める｡ 

C:株の4分の1程度の葉に発病が認められ始める｡ 

D:下葉のごく一部の葉に発病が認められる｡ 

農林水産省植物防疫課取りまとめ 
平成24年8月27日現在 

• 発病度の調査指数 



＜独自予察基準＞トマトすすかび病  

程 度 無 少 中 多 甚 

発病株率
（％） 

0 1-25 26-50 51-75 76以上 

発病葉率 
（％） 

0 1-25 26-50 51-75 76以上 

発病度 0 1-20 21-40 41-60 61以上 

農林水産省植物防疫課取りまとめ 
平成24年8月27日現在 

• 各県の発病程度別基準 



発生予察調査実施基準の 
新規手法策定事業での検討内容  

発病度で予察を行う方が情報量が多く精度が高いことは明白で

ある。 

しかし、昨今の人員・予算削減および調査対象の増加を考慮す

ると、より効率化された調査方法が求められている。 

 
予察情報として一番欲しい情報は何か？ 

トマトすすかび病の場合、初発の情報であるとするならば、 

1株あたりの調査時間を減らし、株数を増やしてはどうか 

株当たり通路側だけ調査することで調査時間を半分とし、調査株

数50株を100株にして、発病株率調査にしてはどうか。 

現在、調査の効率化と初発検出の向上を検討している。  



小型顕微鏡を用いた 
ほ場での病害診断 

トマトすすかび病、葉かび病！？ リアルタイム診断！！ 



小型顕微鏡での観察法 

• 【準備物】 

–小型顕微鏡 

 （100倍） 

• 接眼10倍 

• 対物10倍 

• 200倍も別売り有 

–シャーレ 

–セロハンテープ 



病斑部にセロハンテープを 
軽く押し付け、シャーレに張り付け 
テープの角を病斑に付ける テープをシャーレの裏に張り付け 

テープにマジックで印をつける 

テープ4枚、同時貼り 


